
（１）使用済燃料問題の解決に向けた取組の抜本強化と総合的な推進 
③ 放射性廃棄物の減容化・有害度低減のための技術開発 （抜粋） 
・・・（略）・・・放射性廃棄物を適切に処理・処分し、その減容化・有害度低減のための技術開発を推進する。具体的には、高速炉
や、加速器を用いた核種変換など、放射性廃棄物中に長期に残留する放射線量を少なくし、放射性廃棄物の処理・処分の安全
性を高める技術等の開発を国際的なネットワークを活用しつつ推進する。 

（２）核燃料サイクル政策の推進 
① 再処理やプルサーマル等の推進 
 我が国は、資源の有効利用、高レベル放射性廃棄物の減容化・有害度低減等の観点から、使用済燃料を再処理し、回収され
るプルトニウム等を有効利用する核燃料サイクルの推進を基本的方針としている。 
 核燃料サイクルについては、六ヶ所再処理工場の竣工遅延やもんじゅのトラブルなどが続いてきた。このような現状を真摯に
受け止め、これら技術的課題やトラブルの克服など直面する問題を一つ一つ解決することが重要である。その上で、使用済燃料
の処分に関する課題を解決し、将来世代のリスクや負担を軽減するためにも、高レベル放射性廃棄物の減容化・有害度低減や、
資源の有効利用等に資する核燃料サイクルについて、これまでの経緯等も十分に考慮し、引き続き関係自治体や国際社会の
理解を得つつ取り組むこととし、再処理やプルサーマル等を推進する。 
 具体的には、安全確保を大前提に、プルサーマルの推進、六ヶ所再処理工場の竣工、ＭＯＸ燃料加工工場の建設、むつ中間
貯蔵施設の竣工等を進める。また、平和利用を大前提に、核不拡散へ貢献し、国際的な理解を得ながら取組を着実に進めるた
め、利用目的のないプルトニウムは持たないとの原則を引き続き堅持する。これを実効性あるものとするため、プルトニウムの回
収と利用のバランスを十分に考慮しつつ、プルサーマルの推進等によりプルトニウムの適切な管理と利用を行うとともに、米国
や仏国等と国際協力を進めつつ、高速炉等の研究開発に取り組む。 
 もんじゅについては、廃棄物の減容・有害度の低減や核不拡散関連技術等の向上のための国際的な研究拠点と位置付け、こ
れまでの取組の反省や検証を踏まえ、あらゆる面において徹底的な改革を行い、もんじゅ研究計画に示された研究の成果を取
りまとめることを目指し、そのため実施体制の再整備や新規制基準への対応など克服しなければならない課題について、国の
責任の下、十分な対応を進める。 

エネルギー基本計画（平成26年4月閣議決定）における高速炉研究開発の位置付け 

第３章 エネルギーの需給に関する長期的、総合的かつ計画的に講ずべき施策 

第４節 原子力政策の再構築 

４．対策を将来へ先送りせず、着実に進める取組 
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